
光
義
の
事
業
団
在
宅
が
ん
患
者
支
援

　

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
が
今
年
度
始
め
た
「
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支

援
事
業
」
で
助
成
団
体
の
一
つ
に
、
県
内
か
ら
終
末
期
の
患
者
や
そ
の

家
族
の
支
援
に
取
り
組
む
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
宮
崎
」

（
宮
崎
市
）
が
選
ば
れ
た。
法
人
の
市
原
美
穂
理
事
長
（
７４）
は
「
助
成

を
機
に
、
患
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
活
動
を
さ
ら
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　　　　

（
平
島
さ
お
り
）

「
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
」

宮崎のＮＰＯに助成金

れ
癖

活
動
に
つ
い
て
語
る
市
原
理
事
長

　　　　　　　　　　　　　　　　

評
参

で
最
期
を
過
ご
し
た
い
が
、
介

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
宮
崎
は
１

９
９
８
年
、
医
師
や
看
護
師
、

薬
剤
師
ら
が
設
立
。
当
時
、
末

期
の
が
ん
患
者
ら
向
け
の
緩
和

ケ
ア
病
棟
は
多
く
な
く
、
患
者

‐
ら
が
自
宅
で
安
心
し
て
過
ご
せ

＝
犠
境
づ
く

誉
考

【

　

活
動
の
中
で
重
い
が
ん
な
ど

・

　

議
す
る
人
が
い
な
い
」
と
い
っ

．

た
悩
み
を
医
師
を
通
じ
て
聞
い

．ｈ

　

た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ
か

，｝
」
け
に
２
０
０
４
年
、
宮
崎
市
内

一

　

さ
の
一
軒
家
を
借
り
、
終
末
期
の

－「

　

患
者
ら
が
暮
ら
す
「
か
あ
さ
ん

　

の
家
」
を
開
設
し
た
。
患
者
ら

の
「
家
」
に
な
れ
ば
と
の
思
い

を
込
め
た
施
設
で
、
看
護
師
や

ヘ
ル
パ
ー
ら
が
患
者
ら
の
生
活

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

．

患
者
が
自
宅
に
い
る
よ
う
な

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
、
家

族
の
人
が
泊
ま
っ
て
大
事
な
人

の
最
期
を
み
と
れ
る
よ
う
に
し

た
。
当
時
全
国
で
も
珍
し
い
取

り
組
み
で
、
そ
の
後
同
様
の
施

設
は
県
外
で
も
増
え
た
。
現
在、

同
法
人
が
事
務
局
を
務
め
る
全

国
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
協
会
に
は

県
内
外
の
４３
法
人
が
加
盟
す

る
。ホ

ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
宮
崎
が
現

在
、
宮
崎
市
内
で
運
営
す
る
か

あ
さ
ん
の
家
は
３
か
所
に
増
え

た
。
昨
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
入
居
す
る

患
者
と
家
族
ら
の
面
会
は
難
し

く
な
っ
た
が
、
感
染
対
策
を
徹

底
し
、
家
族
ら
が
で
き
る
だ
け

大
切
な
人
と
一
緒
に
過
ご
せ
る

よ
う
心
が
け
て
い
る
。

今
回
受
け
た
助
成
金
５０
万
円

は
・
災
害
な
ど
に
備
え
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
購
入
費

な
ど
に
充
て
た
。

１０
月
に
は
重
度
の
心
身
障
害

が
あ
る
子
ど
も
ら
の
一
時
預

か
り
施
設
も
宮
崎
市
内
に
設

け
る
予
定
と
い
う
。
市
原
理
事

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
心
穏
や

か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
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が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
光
と
愛
の
事
業
団

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
が
２
０
２
０
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
た
「
が
ん

患
者
在
宅
療
養
支
援
事
業
」
で
、
県
内
か
ら
は
、
が
ん
患
者
の
終
末
期
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
る
会
」

（
福
岡
市
）
が
、
５０
万
円
を
受
け
取
る
助
成
団
体
に
選
ば
れ
た
。

（
島
田
愛
美
）

ファイナルステージを考える会る

　　　

、
、

＼

　
　

　

　

　

　　　　　　

　
　
　

ｒ

　　

　　

　

　　

　

　

　　

　　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
の
作
業
を
楽
し
む
患
者
ら

、・▼増－－・ぞ
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

会
は
、
末
期
が
ん
で
余
命
半

　

年
の
告
知
を
受
け
た
福
岡
市
の

　

小
山
ム
ツ
コ
さ
ん
（
２
０
０
０

　

年
に
５７
歳
で
死
去
）
が
、
市
内

　

の
医
師
ら
有
志
と
と
も
に
１
９

　

９
４
年
に
設
立
し
た
。

　　

当
時
、
末
期
が
ん
患
者
は
病

　

床
で
「
受
け
身
」
的
に
過
ご
す

　

の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、

　

小
山
さ
ん
は
「
残
さ
れ
た
日
々

　　

を
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と

　

を
重
視
し
た
。
講
演
や
講
座
を

．▲

　

通
じ
、
自
由
に
食
事
や
旅
行
な

　

ど
を
楽
し
む
暮
ら
し
を
提
案
。

　　

現
在
、
会
の
代
表
世
話
人
を
務

　　

め
る
岩
崎
瑞
枝
さ
ん
（
６４
）
ら
費

　

▼

　

同
者
の
輪
が
広
が
っ
た
。
小
山

一
さ
ん
死
去
後、
会
は
在
宅
治
療

－

　

・
療
養
中
の
末
期
が
ん
患
者
と

　

そ
の
家
族
の
支
援
を
中
心
に
活

￥

　

動
し
て
い
る
。

．－．

メ
ン
バ
ー
は
、
世
話
人
で
も

ー

あ
る
清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
福
岡

．
市
南
区
）
の
清
水
大
一
郎
院
長

　

．
間
に
、
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
看

　

病
疲
れ
も
あ
る
家
族
の
手
足
を

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
よ
も
や

　

ま
話
に
花
を
咲
か
せ
、
相
談
も

受
け
る。
体
調
が
安
定
し
て
い

る
患
者
に
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

週
１
回
開
く
「
デ
イ
ホ
ス
ピ
ス
」

へ
の
参
加
を
提
案
す
る
。

今
月
１３
日
の
デ
イ
ホ
ス
ピ
ス

に
は
、
３
人
の
患
者
ら
が
参
加
。

メ
ン
バ
ー
は
、
治
療
の
影
響
で

の
み
込
む
の
が
苦
手
な
患
者
も

食
べ
や
す
い
「
に
ゅ
う
め
ん
」

を
作
り
、
白
磁
の
器
に
転
写
紙

を
貼
っ
て
飾
り
付
け
る
「
ポ
ー

セ
ラ
ー
ツ
」
の
作
業
を
紹
介
。

談
笑
し
な
が
ら
、
楽
し
み
を
共

に
し
た
。

患
者
の
野
崎
恭
子
さ
ん
（
花
）

は
家
族
を
不
安
に
さ
せ
な
い
よ

う
、
自
宅
で
は
つ
い
、
「
大
丈

夫
」
と
繰
り
返
し
て
し
ま
う
と

い
う
。
「
デ
イ
ホ
ス
ピ
ス
で
は

悩
み
も
相
談
で
き
る
の
で
心
が

軽
く
な
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
会
の
活
動
は
現
在
、
休

止
状
態
だ
。
訪
問
診
療
の
付
き

添
い
は
約
１
年
前
か
ら
で
き
な

く
な
り
、
デ
イ
ホ
ス
ピ
ス
も
緊

急
事
態
宣
言
発
令
の
翌
日
の
今

月
１４
日
か
ら
取
り
や
め
た
。
岩

崎
さ
ん
は
「
活
動
を
再
開
で
き

た
ら
、
助
成
金
を
活
用
し
て
引

き
続
き、
患
者
さ
ん
や
家
族
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

－ － ． ー

　　　　　　　　　　　

え 語

　

尾

　

１１
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十′１１１１１１１４◆．「１１Ｊ．・．

　　　　　　　

１

　　　　

・１十十十十十、１１１１１１

松
山
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
助
成

が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援

読
亮
光
と
愛
の
事
業
団
が
今

年
度
始
め
た
「
が
ん
患
者
在
宅

２０２１年（令和３年）１月３１日（日曜日）
ｌｒｔ

　　　　　　

，・

　　　　　　　　　　　　

，

　　

．
；

　

▲，一，●▲

　　　　

●寸

　

，

　

．

　

‐

　

ニ

　　

ーノ三

　

で
．
」

豪
農
キ
ー
、

．
三
ｒ
三

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ン
バ
ー
ら
が
月
１
回
集
ま
る
例
会

（
昨
年
８
月、
松
山
市
で）
＝
愛
媛

が
ん
サ
ポ
ー
ト
お
れ
ん
じ
の
会
提
供

療
養
支
援
事
業
」
の
助
成
先
に
、

県
内
か
ら
は
、
松
山
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
愛
媛
が
ん
サ
ポ
ー
ト

お
れ
ん
じ
の
△＝」
が
選
ば
れ
た
。

２
０
０
８
年
の
設
立
時
か
ら
活

動
す
る
理
事
長
の
松
本
陽
子
さ

ん
（
５５
）
は
「
在
宅
療
養
に
絞
っ

た
助
成
は
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
患
者
へ
の
情
報
提
供
や
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち
の
研
修

を
行
い
た
い
」
と
話
す
。

　

事
業
は、
進
行
が
ん
な
ど
の

た
め
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
療

養
す
る
患
者
や、
そ
の
家
族
へ

の
支
援
活
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象
に
助

成
。
が
ん
の
経
験
者
や
、
家
族

ら
で
つ
く
る
「
お
れ
ん
じ
の
会
」

に
は
５０
万
円
が
助
成
さ
れ
た
。

全
国
で
計
４
団
体
が
灘
ば
れ
て

い
る
。

会
は、
「
患
者
や
家
族
が
悩

み
を
話
し
合
え
る
場
に
」
と
設

立
さ
れ
、

０９
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に。
県
の
助
成
を
受
け
、
松
山

市
末
広
町
に
無
料
の
「
町
な
か

サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
て
患
者
ら

の
話
を
聞
き
、
悩
み
や
不
安
、

苦
し
み
を
分
か
ち
合
う
場
に
し

て
い
る
。
現
在
の
会
員
は
約
１

０
０
人
。
毎
月
第
工
日
曜
に
例

会
を
開
き、
情
報
交
換
し
て
い

る
。サ

ロ
ン
を
訪
れ
た
人
か
ら
は

「
医
療
者
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
て
助
か
っ
た
」
「
同
じ

経
験
を
し
た
人
に
話
す
こ
と
が

で
き
て
少
し
、
気
が
楽
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

事
業
団
の
助
成
を
受
け、
会

は、
在
宅
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
の
開

催
、
人
生
の
最
終
段
階
に
さ
し

か
か
っ
た
患
者
や
、
家
族
へ
の

対
応
に
特
化
し
た
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
人
の
養
成
に
取
り
組

む
。
松
本
さ
ん
は
「
患
者
の
不

安
や
孤
独
感
は
な
く
な
る
こ

と
ば
な
い
が
、
体
験
を
共
有

し
、
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
軽
く
し
た
い
」
と

言
う
。

サ
ロ
ン
は
平
日
午
前
１０
時
～

午
後
４
時
。
予
約
不
要
。
問
い

合
わ
せ
は
、
町
な
か
サ
ロ
ン
（
０

８
９
・
９
９
７
１

７
６
３
８
）。
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札
幌
「
葉
っ
ぱ
の
会
」
に
助
成
金

光
と
愛
の
事
業
団
在
宅
が
ん
患
者
支
援

２蝋燭購瀞懸詞輝繊遍榊冠一瞬麟鵜輝唖縄総輪ぜ鴎酔
助成先に選ばれた 「葉っぱ

　　

、

の会」代表の竹生教授 （２７

　

・

日、 札幌市白石区で）

　　

－

　

－

　

－－

　　

－

　　　

－▼ ▼－▼

　　　　　　　　　　　　　　　

－－

　
　　
　

　

　
　

　
　
　

　

　
　

　　　

　

　　
　

凝議ゴー鞄悩
｛

　

れ
竹
石

　　　　

‐
ぱ
の
白

・
ー
擢

　　　　

；

　

…
ｉ

　

Ｆ

　

ｈ＝

　

－
ｌ

　

ｒ
」

で
は
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン

　

患
者
の
見
守
り
な
ど
、
活
動
内

テ
ィ
ア
葉
っ
ぱ
の
会
（
札
幌
害
は
幅
広
い
。

市
白
石
区
）
が
選
ば
れ
た
ｏ

　

代
表
の
惰
磐
礼
子
北
海
道
医

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

療
大
教
授
（
６１
）
に
よ
る
と
、
患

や
、
患
者
を
訪
ね
る
費
用
な
者
や
家
族
は
、
社
会
保
険
が
適

ど
に
、
計
３０
万
円
が
支
給
さ

　

用
さ
れ
な
い
外
出
支
援
や
見
守

れ
た
。

　　　　　　　　

り
を
我
慢
し
が
ち
。
し
か
し
、

　

同
会
は
、
在
宅
療
養
支
援
を

「
春
に
は
お
花
見
が
し
た
い
な

専
門
に
行
う
診
療
所
に
事
務
局
ど
、
患
者
に
も
人
と
し
て
の
あ

を
置
き
、
亡
く
な
る
ま
で
の
期

た
り
ま
え
の
願
い
が
あ
る
。
家

間
を
自
宅
で
過
ご
す
患
者
と
そ

族
に
も
持
病
の
通
院
や
息
抜
き

の
家
族
の
生
活
を
、
無
償
で
支

　

な
ど
の
機
会
は
必
要
で
、
ポ
ラ

援
し
て
い
る
。
結
成
は
２
０
１

ン
テ
ィ
ア
の
力
が
求
め
ら
れ
て

４
年
で
、
患
者
の
会
話
や
将
棋

　

い
る
」
と
い
う
。

の
相
手
、
外
出
へ
の
同
行
の
ほ

　

同
金
で
は
こ
れ
ま
で
、
活
動

か、
家
族
が
留
守
に
す
る
際
の
質
を
全
て
メ
ン
バ
ー
で
自
己
負

　　　　　　　　　　

－
－

担
し
て
い
た
。
竹
生
教
授
は
「
取

　　　　　　　　　　

り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
う
れ
し

　　　　　　　　　　　　

い
。
助
成
金
は
金
の
持
続
的
な

　　　　　　　　　　

活
動
の
た
め
に
使
い
た
い
」
と

　　　　　　　　　　

話
し
た
。
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